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1.3-GHzウィンドプロファイラネットワーク観測に基づくインドネシア海洋大陸に
おける降水日変化の特徴
Characteristics of diurnal precipitation cycle over Indonesia using 1.3-GHz wind profiling
radar network
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海洋大陸における降水は日変化が卓越することが知られているが、海洋大陸は複雑な地形をしており、降水日変化は地
域ごとに多種多様である。また、降水日変化の中で対流性/層状性の分類は潜熱加熱の鉛直プロファイルを知るためにも
重要である。従来観測網の整備が遅れていた海洋大陸において地球観測システム構築推進プラン「海大陸レーダーネット
ワーク構築」により、カリマンタン島の西海岸の平原地帯にあるポンティアナ (109.37E, 0.00S)、スラウェシ島の北東に伸
びる半島の先端に位置するマナド (124.92E, 1.55N)、パプア島の 100-200kmほど北方沖にあるビアク島 (136.10E, 1.18S)
の、それぞれ異なった地理的特徴を持つ場所に 1.3-GHzウィンドプロファイラ (WPR)が設置され、連続観測が行われて
いる。また、各サイトには地上雨量計も整備され降雨をモニタリングしている。

WPR等による 3年強 (マナドのみ 2年弱)の観測データから、各地点における降水日変化及びそれに関連する諸現象
の特徴について調べた。WPRで観測された降水粒子の落下速度の鉛直プロファイルから、Williams et al.(1995, JTech)に
よって提案されたアルゴリズムを用いて、降水雲タイプの分類を行った。WPR・雨量計観測に基づいた降水日変化の特
徴について、午後の早い時間帯における深い対流性降雨に伴う降水ピークの特徴は 3地点で共通しているが、ポンティ
アナでのみ対流性降雨の後に層状性降雨への移行が見られ、またビアクでは午前中に降水頻度が高い特徴があった。午
後の降水について、気象衛星による雲頂分布観測から、マナドとビアクは水平スケール数 10kmの雲システムによりも
たらされているのに対して、ポンティアナは数 100kmの雲システムによってもたらされていた。1998-2008年の 11年間
分の TRMM 降雨レーダーデータを 0.1度・1時間の分解能で処理し、マナドとビアクでの午後の降水ピークは半島の陸
域や島での特有の現象であった。また、ポンティアナにおける午後の降水についてより詳細に調べたところ、個々の雲
システムは対流圏中層の風によって移動しており、プルームによって下層の水蒸気が上方に輸送されていた。
各地点における降水日変化の特徴をもたらす原因について考察した。WPRで観測された水平風から、ポンティアナ、

マナド、ビアクではそれぞれ下層ではカリマンタン島、スラウェシ島、ニューギニア島の海陸風が卓越し、特にビアク
では陸風が午前中の降水に重要な役割を果たしていた。ビアクでは混合層の発達は弱いが、マナドではポンティアナと
同程度の発達が見られ、3地点とも強い上昇流の頻度は日中に高く、この上昇流が午後の降水に影響を及ぼしている可能
性がある。降水日変化の季節内変動による影響について、3地点とも午後の降水ピークは季節内変動に依らず、季節内変
動活発期に層状性降雨、特にビアクの午前中の降雨が卓越する。本研究の結果と先行研究の結果を総合すると、熱帯の
降水日変化において陸塊の大きさが午後の降水ピークに影響を及ぼしていると考えられる。すなわち陸塊の水平スケー
ルが数 km以下では降水ピークは明瞭でない、数 10kmスケールでは降水ピークは明瞭であるもののその後組織化されな
い、数 100kmスケールでは降水ピークも明瞭で組織化されてメソスケール対流システムを構成すると考えられる。
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